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2. 15 農家・市民の育成 

 

 

（1）液肥研修会 

 液肥を利用してもらうための研修会の教材を作成した。研修の実施にあたっては、液肥利

用の先進地である福岡県大木町に農家を招くことを想定し、2018 年 11 月 28～29 日に福岡

県大木町循環センターくるるんにおいて研修会を開催した。石垣市農政経済課金城係長に

も参加を依頼し、プログラムを体験してもらい、農家への液肥普及のための研修のあり方に

ついて提案した。また、実際に液肥を使っている農家の声も聞いてもらい、普及の課題、普

及の手法について紹介した。こうした手法は、石垣市でそのまま活用できるものである。 

 

表 2-15-1：液肥研修会のプログラム 

実施した日時 研修内容 

13:00－14:20 第Ⅰ部 液肥とは 

講師：循環のまちづくり研究所 中村修 

（1）液肥の基本 

（2）散布方法の多様化と簡便化について 

（3）液肥普及の対象 

（4）みやま市のプラントを簡単に紹介 

14:20－15:10 第Ⅱ部 大木町の取組 

講師：大木町役場 環境課資源循環係 北島係長 

（1）循環・農業振興の視点から大木町の取組紹介 

（2）施設見学 

15:10－15:20 休憩 

15:20－17:00 第Ⅲ部 農家に必要な液肥情報とは 

講師：みやま市液肥利用研究会 会長 山田一昭 

 

 

図 2-15-1：大木町環境課資源循環係北島係

長による大木町の取組紹介 

 

図 2-15-2：みやま市液肥利用研究会会長山

田氏による液肥普及についての紹介 

第Ⅰ部で配布した資料 
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（2）市民を対象にしたワークショップ 

 石垣市民が自ら学び発信する場をつくる目的で、2019 年 1 月 25～26 日、石垣市民を招

いて、生ごみ資源化の先進地である福岡県大木町、みやま市を視察する企画を実施した。

さらに学ぶだけでなく、その体験をビデオ撮影して発信するというワークショップを開催

した。参加した市民は 4 人で、そのうち 2 人は生ごみ分別モニター、2 人は環境問題に関

心を持つ高校生である。 

 

 

図 2-15-3：視察の様子 

 

図 2-15-4：参加した石垣市民 

 

表 2-15-2：参加者による報告 

報告者 報告内容 

生ごみ分別モ

ニターA さん 

  福岡県の大木町、みやま市の生ごみ処理施設を見学して、ぜひ、石

垣市にもこういう施設が欲しい、と思いました。 

 ごみ処理施設にも関わらず、すぐそばに地産地消のレストラン、農産

物直売所、公園、またウサギやヤギがいたり、人の集まる場となってい

て幸せな空気を感じました。 

 そのレストランへ行ったのは、平日１時過ぎで、食べ放題で時間制限

があるにも関わらず、ほぼ満席でした。メニューも豊富で、あんなにお

いしい食べ放題は、人生で初めてでした。 

 レストランの発足から地元の女性たちが関わり、現在も地元の女性に

より運営されていることも、おいしい理由の一つであると思います。 

 そして、このレストランの電気は生ごみ処理の際にできるバイオガス

で発電された電気を使っているとの事でした。 

 昨年、「生ごみ分別モニター」として、生ごみを支給されたバケツに

分け、普段の燃やすごみとは分けました。最初は慣れないので戸惑いは

ありましたが、1 か月間分別し、モニターが終了した後は、バケツがな

いことが不便に感じるようになりました。 

 バケツに生ごみをそのまま入れるだけなのでとても楽でした。もちろ

ん、バケツを開けた時、臭います。でも、開けるのは生ごみを入れる時



平成 30 年度報告書／2．15 農家・市民の育成 

139 

 

だけなので、混ぜこぜの時より、臭い思いをする回数は断トツ少なくて

すみます。 

 ごみの処理に、いくら掛かっているのでしょう？ 

 正直、私も今回、視察に行くまではそんなに掛かっているとは知りま

せんでした。生ごみは燃えにくく燃やすのに燃料も多く必要です。ごみ

は低温で焼くとダイオキシンが発生するとも、聞きます。 

  ぜひ、石垣島でも生ごみを資源として有効活用できる施設が欲しいで

す。資源をうまく循環して、自然と共存していくことこそ、人間として

の幸せな暮らしだと思います。 

 石垣市は島なのでごみ処分には、他の地域よりもさらに莫大なお金が

掛かっています。ごみ処理に掛かる莫大なお金を、公共施設や福祉に回

せたら、と思いませんか？ 

生ごみ分別モ

ニターB さん 

石垣市広報で生ゴミ分別モニターの募集を見つけて、すぐに申し込

み、11 月に生ゴミの分別を体験することができました。以前から生ゴ

ミコンポストを実施したいと思いながらも、アパート暮らしのため、な

かなか始められずにいた私にとって、このモニター期間は素晴らしいも

のでした。 

野菜くずや食べ残しなどの生ゴミを、密閉できる蓋付きバケツにい

れ、週に二度家の前に出しておくだけなのですが、これがもう本当に最

高でした。まず、燃やすゴミの量が激減しました。そのため、有料袋の

使用料が減り、家計にも優しい！そして、石垣の気候ならではのコバエ

が発生しませんでした。これは本当に嬉しい効果で、夫からも大絶賛で

した。バケツがしっかり密閉できるため、生ごみの腐敗もそれほど早く

なく、ふたを開けた時でも、においはほとんどしませんでした。モニタ

ー最終日をすっかり忘れていた夫と私は、夜バケツがないことに気づ

き、とてもがっかりしました。「もう、あのバケツなしでは暮らせな

い！石垣で生ゴミ分別が実現することを切望しています！」とモニター

終了後のアンケートに熱く書いたお陰でしょうか？今回、先進地視察に

参加することができました。 

 メタン発酵プラントの先進地、大木町とみやま市を実際に訪れて、両

自治体がとりくむ循環のまちづくりに驚きました。単にゴミの分別にと

どまらず、しっかりと地域の人々が集まる場所をデザインしていること

が何よりも素晴らしいと感じました。 

メタン発酵副産物の液肥による農地への還元と、その農産物を直営レス

トランで提供したり、直売所で販売することで、更なる循環と雇用を創

出しています。また、プラントを中心として、環境学習のためのスペー

スや、人々が憩える芝生の広場、山羊やウサギと触れ合えるミニふれあ

い牧場を設けたり、プラントを廃校になった小学校の運動場に設置し、

校舎の一部をリノベーションして、カフェやシェアオフィスとして利用

するなど、アイディアにあふれています。循環のまちづくりにおいて、

ハードの整備だけでなく、いかに、ソフトの面が重要かを見せてくれま

した。 
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みやま市でうかがったお話の中で、今まで年間 100 万枚の指定ゴミ袋

を販売していたそうです。大木町の「燃やすごみ」組成分析調査による

と、各家庭から出された燃やすごみ袋の中身の 8 割近くが資源化可能

なものでした。そして、資源化できないものはたったの二割でしかなか

ったそうです。これはすなわち、燃やすごみの有料袋が 1/5 に削減で

きる可能性があるということです。生ごみを分別することでゴミ袋が削

減できれば、まさしく今地球上で急務とされている取り組みの一つを実

施できるということです。もしも私が、この取り組みを実施する市町村

の一員として、この取り組みに参加できれば、それは素晴らしい喜びと

なることでしょう。 

石垣島のエコアイランド構想を実現させるために、この循環型まちづく

りはとても効果のある方法の一つだと思います。生ごみ分別の実現を目

指して、ぜひとも、私にできることをアクションしていきたいと思いま

す。 

高校生 A さん 私は今回大木町とみやま市のバイオマスエネルギーの視察に行ってき

た。 

一つ目の大木町のバイオマスセンターでは、まず外見からはし尿や生ご

みなどを集める施設とは想像もつかないにおいや汚さとは無縁の施設

で、地域の人々が集まれるような施設だった。施設内にあるレストラン

では地元でとれた野菜を使ったおかずやチョコフォンデュはとても美味

だった。私が考えるレストランは数年も立てば平日の昼間はすいている

ものだが今回のレストランは８年もたつのに、平日の昼間にもかかわら

ず席がほとんど埋まっていた。地元の高齢者のよりどころになってい

る。 

その後、処理プラントの中に入ったが木を基調とした温かい空間が広が

っていました。処理プラント自体もにおいの処理に気を使っていた。各

家庭から生ごみやし尿を集めて発酵、発電や液肥を作り出す。発酵に必

要な温度もメタンガスを発電した時の温水を活用している。いま日本で

主流になっている焼却処分よりメリットがとても大きい。処理施設も地

元住民に敬遠されないように逆に地元住民のよりどころにしている。一

つの施設にここまで複数の意味を持たせた施設はとてもいい例だと思

う。 

みやま市の処理施設は障がい者を職員として採用しているのがいいと思

った。これから廃校になった小学校を使ってカフェなどの地元住民が集

まれる場所になっていく。 

このような処理施設は近隣住民の理解を得るのがとても難しい。バキュ

ーム車を快く思わない人や、においを気にする人もいる。そこでみやま

市はバキューム車をユーモラスにすることで理解を得た。また、どちら

の街もにおいにとても気を使っていた。 

石垣市もこのような例を活かしながらこのような資源の循環を実現でき

ないだろうか？バイオマスの一番の利点は、普通なら焼却処分する生ご

みを、発酵により液肥や発電、温水などの副産物が出るということであ



平成 30 年度報告書／2．15 農家・市民の育成 

141 

 

る。デザインなどにこだわり、地元住民が集まる憩いの場にすることも

できる。それぞれの地域にあった形が作れるとおもう。 

石垣市は海がきれいだったり農業や酪農がさかんだったりとたくさんの

利点がある。バイオマス処理施設とこの利点を合わせればとても面白い

施設が石垣島の新しい観光名所としてできるのではないだろうか。ま

た、最終処分場がいっぱいになった今、今こそ新しい観光名所としてこ

の施設が必要だと思う。 

高校生 B さん 今回、私は大木町とみやま市の循環施設を見学させていただきました。 

 大木町では、施設内に、廃材を活用して制作した素敵な鳥と魚のオブ

ジェが飾られていました。また、施設を町の中心に置き、レストランを

隣に置くという今までにない造りだったので、とても衝撃を受けまし

た。そのレストラン「くるるん」も平日にも関わらず、大勢の人が訪れ

ていて、そのほとんどが地元の方でした。また、料理も美味しく、とて

も幸せな時間を過ごすことができました。 

 みやま市では、廃校になった小学校を利用して、校舎に事務所、運動

場に循環施設を建てていました。大木町の施設で良いと感じたのは、知

的障害の方も仕事をしているという点です。中でも、バケツを洗う作業

にやりがいを持っていると話していたようです。循環施設を造るという

ことは、知的障害の方が仕事をする場を増やすことができるというメリ

ットもあると知りとても驚きました。 

 どちらの施設も一番驚いたのは、臭いがほぼしないという事です。生

ごみを入れるバケツも密閉ふたを使用することで外側に臭いがしないよ

うに工夫されていました。また、はじめは否定的な意見も多かったもの

の、実施してみると肯定的な意見が増えた、と言われていました。 

施設を建てることで、ごみ処理代が大きく削減され、市に残るお金が増

えるという事が、この施設を建てるうえでの大きな利点だと思います。

また、大木町の様に工夫をすれば女性の働く場を作る事にも繋がりま

す。2 つの市ではそうして残ったお金を市民の為に活用していて、町全

体で協力しているように見えました。 

 私たちの住む石垣島ではごみの処理に莫大な資金を費やしています。

そんな島だからこそ大木町やみやま市のような施設を作るべきだと思い

ます。 

石垣島には、液肥を作ればそれを求める人は大勢います。ごみを減ら

し、処理費用を減らし、より美しい島にしていく為に、施設を作るとま

では行かなくても、それに近い循環型地域になって欲しいのです。 

今、石垣島にある問題は、新しいことに挑戦するための切符なのではな

いかと感じました。 
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（3）小学生による学びと発信 

 先進地である大木町、みやま市ではごみの分別や液肥利用についての学習機会を学校教

育に取り入れている。みやま市開小学校では「液肥の授業」が「総合的学習の時間」でおこ

なわれている。2018 年度は講師として中村修氏（循環のまちづくり研究所）が招かれた。

このことはみやま市の「環境講演会」（2019 年 1 月 27 日）でも報告され、市民全体への啓

発効果として、高い評価を得ている。 

 この授業では 6 つのプランターを用意し、２種類の野菜を消化液液肥、化学肥料、無肥料

の３区分けて栽培実験を行う。比較的育てやすいレタスとほうれん草で実施している。1 か

月半後に収穫し、食味、大きさ、根の重さなどを計測して消化液肥でも十分に育つことを知

ってもらう。 

 学習指導要領においては、小学 4 年時にごみ処理について学ぶことが示されている。小

学校のカリキュラムに資源循環の内容を組み込むことで、毎年新しい児童に教育を行うこ

とができる。また、小学生への教育は家族への普及効果も期待できる。石垣市の小学校にお

いて取り組むには効果的なプログラムである。 

 

表 2-15-3：「液肥の授業」の進め方 

初日  6 つのプランターを用意し市販の培養土を入れる。 

 3 つのプランターにレタス苗を定植し、残り 3 つのプランター

にほうれん草の種をまく。 

 毎日水やりをする。 

2 週間後  定植（種まき）から 2 週間後、1 つのプランターには、液肥を

散布する。もう 1 つのプランターには、化学肥料を散布し、残

る 1 つのプランターには肥料を何も与えない。 

4 週間後  さらに 2 週間後、同じ方法で施肥を繰り返す。 

8 週間後（自分で

実施してもらう） 

 収穫する。食味、大きさ、根の重さなどを計測する。消化液肥

でも十分に育つことが分かる。 

 

表 2-15-4：「液肥の授業」で使った消耗品 

 プランター 

 苗（レタス） 

種（ほうれんそう） 

 栽培用土  

 化学肥料  

6 個 

6 個 

1 袋 

6 袋 

2 袋 

合計で 4,000 円程度 
 

 

図 2-15-5：「液肥の授業」の様子 
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（4）市民の自発的な取組を促すエコサポーター制度 

 全国様々な市町村で、ごみの分別などの推進員を地域で設定しているケースがある。今回

視察先に選んだ大木町やみやま市でも、生ごみ分別収集が制度化する前からエコサポータ

ー制度があった。この制度では各地区から代表者を選出し、ごみの適正な分別や資源化を促

進する上でのリーダーシップをとってもらうことが期待できる。 

 みやま市では、校区ごとにエコサポーターを選任している。エコサポーターは年に 2 回

総会と環境の講演会に参加し学習する機会がある。日当として数千円程度の支払いがある。

生ごみ分別の説明会では補助員として立ち合いを行う。行政職員からは、「市民が行政側の

立場になって話をしてくれるのでとても助かっている」という意見が出ている。 

 石垣市には環境やごみに特化したエコサポーター制度がない。そのような制度が定着し

ていれば、家庭での生ごみの分別排出を本格化する際も、説明会の開催等にあたり系統だっ

て混乱なく実施することが期待できる。通常時は、環境にかんする活動の支援を受けられる

ようにすることで、自発的に取り組む市民の機会を創出することにもつながる。地区ごとに

選出すると、人によって意欲等の差があるため、公募するのも手である。 

 

 

 

図 2-15-6：エコサポーター制度で市民も行政もWin-Win の関係に 

  

地域活動や学校でのゲスト講師として話
をするとき「市のエコサポーター」とい
う肩書きがあると活動しやすい

説明会では市民が行政側になって話を
してくれるのでとても助かった

エコサポーター

環境課担当者
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図 2-15-7：みやま市のエコサポーター制度の紹介ページ 

（出典：「広報みやま 2017 年 9 月号」みやま市） 

 

 


